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京：医学書院，2009．
  4）福田国彦，丸毛啓史編．救急・当直で必ず役立つ！

骨折の画像診断：全身の骨折分類のシェーマと症例写
真でわかる読影のポイント．東京：羊土社，2009．

  5）吉田祥二，平松慶博監修．画像検査診断用語辞典：
サイン・画像所見・症候群・検査用語．京都：金芳堂，
2010．

Ⅴ．そ の 他
  1）福田国彦，関谷　透監訳．救急放射線診断の ABC．

東京：メディカル・サイエンス・インターナショナ
ル，2009．

  2）鷹橋浩幸，羽野　寛，白石泰三，福田国彦監訳．ロ
ビンス＆コトラン　病理学アトラス．東京：エルゼビ
ア・ジャパン，2009．

外 科 学 講 座 

消 化 器 外 科
教　授：　矢永　勝彦　　消化器外科
教　授：　柏木　秀幸　　消化管外科
教　授：　吉田　和彦　　消化管外科
教　授：　小林　　進　　肝胆膵外科
客員教授：羽生　信義　　消化管外科
准教授：　藤田　哲二　　消化管外科
准教授：　三森　教雄　　消化管外科
准教授：　岡本　友好　　肝胆膵外科
准教授：　三澤　健之　　肝胆膵外科
准教授：　又井　一雄　　消化管外科
准教授：　柳澤　　暁　　肝胆膵外科
講　師：　中田　浩二　　消化管外科
講　師：　河野　修三　　消化管外科
講　師：　石田　祐一　　肝胆膵外科
講　師：　遠山　洋一　　肝胆膵外科
講　師：　石橋　由朗　　消化管外科
講　師：　北　　嘉昭　　肝胆膵外科
講　師：　小村　伸朗　　消化管外科
講　師：　河原秀次郎　　消化管外科
講　師：　保谷　芳行　　消化管外科
講　師：　小川　匡市　　消化管外科
講　師：　高橋　直人　　消化管外科

教育・研究概要
Ⅰ．消化管外科
１．上部消化管
食道良性疾患はアカラシア，逆流性食道炎を中心

とした食道運動機能疾患の病態を食道内圧検査，食
道内インピーダンス検査などにより評価し，多数の
腹腔鏡下手術を施行している。食道悪性疾患の臨床
では，食道癌手術における再建胃管の血流をサーモ
グラフィーを用いて術中に評価し，至適胃管作製の
指標や術後の合併症（狭窄，縫合不全）との関連性
を検討している。また食道切除術後早期の嚥下障害
について，食道運動機能検査でその原因を明らかに
したい。一方，基礎研究としては，DNA chips を
用いたマイクロアレー解析の結果から新しい癌分子
マーカーの開発を行っている。現在食道癌における
ユビキチン類似蛋白質の意義（日本学術振興会科学
研究費・基盤 C：平成 22－24 年度）について検討
を行っている。

胃悪性疾患の臨床では，早期胃癌に対する縮小手
術の妥当性・適応について赤外線内視鏡を用いたセ
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ンチネルリンパ節検索で検討を行っている。胃癌に
対するセンチネルリンパ節検索は 2009 年６月より
厚生労働省より先進医療として承認され，残胃癌と
十二指腸疾患に対しても検討中である。進行胃癌に
関しては，paclitaxel の腹腔内投与の有効性に関す
る研究，多施設共同研究で胃癌術後化学療法に対す
る SAMIT 試験，TS⊖1 ＋レンチナンの有効性に関
する比較試験，胃全摘手術に対する術後感染予防薬
の投与期間に関する比較試験などを継続中である。
また，TS⊖1 効果症例の病理検索，遺伝子発現を検
討し有効例の個別治療に応用したい。胃術後障害は，
患者の QOL 低下を招くため，その軽減目的で種々
の機能温存・再建，縮小手術を積極的に導入してい
る。消化管機能検査を術後に行なうことで各胃切
除・再建法を科学的に評価し，胃術後障害の病態診
断と治療に応用している。
２．下部消化管
独自に開発した下部消化管 Virtual reality surgi-

cal simulator を使用し，手術時間の短縮および手術
の安全性を高めることを目的として下記の臨床研究
を行っている。個々の患者の CT 画像より高次元医
用画像工学研究所とのタイアップにより simulator
を作成する。術前に使用することで，手術時間，出
血量，手術合併症，術後在院期間，術者の意見より，
simulator 使用の有用性および安全性を検討してい
る。また，術者にかかるストレスを通常の開腹手術
と比較検討し，今後の鏡視下手術トレーニングに応
用する。大腸癌術後の食事開始時期を検討するため
に，13C を用いて術後腸管運動能を検討している。
開腹症例と腹腔鏡補助下症例，腸管運動促進薬の有
無を２因子として比較検討している。また，多角化
する化学療法に関しては，多施設共同試験に参加し，
エビデンスの創出に努めている。一方，本学の特色
である個々の症例を詳細に検討したデータを重要視
している。また本学の originality のある regimen
を血液・腫瘍内科との共同のもと検討，開始してい
る。診断においては，放射線科と共同で，大腸癌に
おける術前リンパ節転移診断－Diffusion⊖MRI 陽性
リンパ節の真偽率の解析を行った結果，感度 79 ％，
特異度 95 ％であり，Diffusion⊖MRI の有用性を報
告した。

癌の basic research はさまざまな抗体を用い随時
検討しているが，break through はない。①：癌免
疫寛容を規定する IDO に若干の可能性を見いだし
報告した。②：大腸癌患者の血清中の癌特異抗原に
対する抗体の測定を検討している。具体的には
IgA，IgD，IgG，IgM では反応が認められたが，

IgE に関しては反応が認められなかった。その評価
に関して再発や予後との相関性も含め解析している。
また，５年生存率が判明している大腸癌切除例のパ
ラフィン切片中で，癌部，腺腫と正常部に関して
IgA，IgG，IgM の自己抗体の反応を免疫染組織学
的に検討している。③：泌尿器科との共同研究とし
て，プロテオミクスを用いた消化器癌（大腸癌，食
道癌，胃癌，膵癌，肝臓癌）における新規癌関連タ
ンパク質の同定に関して現在準備段階である。癌部
及び粘膜における組織を採取し，タンパク質の発現
を網羅的に解析することで腫瘍マーカーとなりうる
タンパク質や治療標的となるタンパク質を同定する
ことを目標としている。④：肝転移巣の外科的治療
や抗癌剤治療の効果予測因子としての酵素，遺伝子
関連因子を検討している。

日常頻繁に経験される肛門疾患に関して，ALTA
注を用いた痔核治療をはじめとした各種治療を line 
up している。今春からは本邦初である Stationary 
3D⊖manometry を用いた肛門機能検査を開始し，
肛門疾患に対する理論的治療ストラテジーの開発に
取り組んでいる。

Ⅱ．肝胆膵外科
１．主たる研究領域の概要
肝胆膵外科の主な臨床および基礎研究は，１）移

植・再生医学，２）膵臓・胆道癌に対する化学療法，
３）多発性肝腫瘍に対する積極的な肝切除，４）肝
胆膵脾手術の低侵襲化と適応拡大，５）肝臓外科に
おけるナビゲーション手術である。

研究成果
１）移植・再生医学
平成 19 年２月９日に当院で第一例目の生体肝移

植（肝細胞癌局所治療後の C 型肝硬変症例）を施
行し，平成 21 年 10 月２日には第８例目の生体肝移
植を原発性硬化性胆管炎肝の患者に対して施行した。
８例の生体肝移植患者の術後経過はいずれも順調で，
ドナーは術後９－13 日，レシピエントは術後 15－
33 日で退院した。今後も症例を蓄積すべく移植体
制の維持に努め，さらに急性肝不全や血液型不適合
症例への適応拡大を目指している。再生医学分野で
はヒト分離培養胆道上皮細胞を用いた人工胆道の再
生などの研究をまとめ，今後の研究の展開を検討し
ている。
２）膵臓・胆道癌に対する化学療法
膵臓癌の標準的治療薬である塩酸ゲムシタビン

（Gem）の耐性機序に Gem 誘導性の NF⊖κ B の活性
化が関与するという基礎データがある。このデータ

東京慈恵会医科大学 教育・研究年報 2009年版



―  150  ―

を背景に，膵臓癌に対する新しい治療法として NF
⊖κ B 抑制作用と膵臓がん細胞株に対してアポトー
シス誘導作用を有するセリンプロテアーゼインヒビ
ター（メシル酸ナファモスタット）と Gem との併
用療法の臨床試験を，当院の倫理委員会の承認後開
始し Phase Ⅱ study を 2010 年８月に終了した。今
後，高度医療への申請，多施設共同第Ⅲ相試験を予
定している。

また，胆道癌に対する術後補助化学療法について
の Gem による治療の有効性に関して検討している。
３）多発性肝腫瘍に対する積極的な肝切除
主に大腸癌を原発とする転移性肝癌への肝切除の

適応拡大を図っている。大腸癌原発の転移性肝癌に
対して，化学療法後の肝切除や門脈塞栓術後の肝切
除，再々発に対する複数回切除により適応の拡大を
目指し，下部消化管外科グループと肝転移を確認し
た時点から個々の症例への裁量の治療法を検討して
いる。
４）肝胆膵脾手術の低侵襲化と適応拡大
腹腔鏡下肝切除術は，2010 年４月より 10 例以上

の経験をした術者がいる施設に限って保険適応と
なった。現在５例目が終了し，症例蓄積中である。
低悪性度腫瘍に対する腹腔鏡下膵体尾部切除術は，
平成 20 年７月に先進医療に認可され，症例数は累
積で 27 例となった。また門脈圧亢進症を伴う脾腫
症例やインターフェロンの治療目的に脾摘出が有効
となる症例に対する腹腔鏡下摘脾を開始し，良好な
初期成績を得ており，今後の臨床研究を推進する予
定である。低侵襲性と整容的側面の有効性から，単
孔式腹腔鏡下手術を導入し，脾，肝，膵，及び胆嚢
手術を行っている。
５）肝臓外科におけるナビゲーション手術
解剖学的及び機能的評価が難しい生体肝移植手術

をはじめとする肝臓外科手術において，region 
growing 法によるシミュレーションを行い，ナビ
ゲーション手術を開始した。現在，２例を終了し，
今後先進医療に申請予定である。
２．教育の概要
チーム医療を目指した定期的な術前・術後症例検

討会，他科とのカンファレンス・勉強会，上級医に
よる手術指導などを通して，肝胆膵外科医として若
手医師の教育に専心している。また，大学院生２名
が引き続き癌研究を中心に研究を継続し，2010 年
４月より更に大学院生２名が癌治療に関する基礎研
究を開始予定である。

　「点検・評価」
インピーダンス法の導入により Non⊖erosive gas-

troesophageal reflux disease の病態が明らかになり
つつある。サーモグラフィーによる再建胃管の評価
によって，適切な吻合部位を同定することができ術
後の縫合不全を低減できる可能性が示唆された。ユ
ビキチン類似蛋白質である SUMO⊖1 は，悪性度の
高い食道癌での発現が亢進しており，新しい癌分子
マーカーとして有望である。赤外線内視鏡を用いた
胃癌に対するセンチネルリンパ節検索は 2009 年６
月より厚生労働省より先進医療として承認され，臨
床応用している。paclitaxel 腹腔内投与に関する研
究は，腹膜播種を伴う症例について継続中である。
SAMIT 試験は登録が終了した。13C 法による胃切
除後の残胃運動能および消化吸収能評価は，機能検
査としてその有用性が当該領域の学会・研究会で評
価されている。胃切除術式と胃術後障害についての
検討は，全国 64 施設が参加するかつてない大規模
な多施設共同研究であり，今後の結果が待たれる。

Virtual reality surgical simulator に関しては，第
三病院高次元医用画像研究所とタイアップして継続
施行中，ストレス解析も常時，新規スタッフをモニ
ターとし検討している。化学療法に関しては，順調
に症例数も蓄積されている。現在は，臨床腫瘍部と
の整合性のあるデータベースを作成中であり，随時
外部に向けデータ解析結果を報告したい。Basic 
Research は，未だに有用な予後予測因子抗体の報
告はなされていない。継続し，地道に検討してく事
が必要である。肛門疾患に関しては，3D⊖manome-
try の検査システムが整い，火曜日の肛門機能検査
外来も順調に症例蓄積がなされている。社会的な
ニーズも高く，今後特に力を入れている領域である。

生体肝移植では，これまでの成績を考慮し，急性
肝不全や血液型不適合症例への適応拡大を附属病院
で検討する予定である。切除不能膵臓癌に対する化
学療法では，明らかな overall survival の延長が認
められ，極めて予後不良と言われる進行膵臓癌に対
する新しい化学療法として期待され，高度医療への
申請と第Ⅲ相試験を準備中である。肝胆膵脾領域の
腹腔鏡下手術に積極的に取り組んでおり，症例の蓄
積が待たれる。肝臓外科手術におけるナビゲーショ
ンも，システムが整い，常時可能となった。今後も
大学院基礎教室との連携を広げ，若手外科医に深み
のある研究を行なう機会を創出すべく臨床及び研究
システムの整備を進めていく。
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研　究　業　績
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  5）Ishii Y, Sakamoto T, Ito R, Yanaga K. Anti⊖angio-
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ment and progression. J Surg Res 2010 ; 158(1) : 69⊖
76.

  6）Hashikura Y,  Ichida T, Kawasaki S, Mizokami M, 
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nor complications associated with  living donor  liver 
transplantation  in  Japan. Transplantation  2009 ; 
88(1) : 110⊖4.

  7）Misawa T, Yoshida K, Iida T, Sakamoto T, Gocho T, 
Hirohara S, Wakiyama S,  Ishida Y, Yanaga K. Mini-
mizing intraoperative bleeding using a vessel⊖sealing 
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aroscopic splenectomy. J Hepatobiliary Pancreat Surg 
2009 ; 16(6) : 786⊖91.

  8）Misawa T, Sakamoto T, Kosuge M, Shiba H, Gocho 
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Laparosc Endosc Percutan Tech 2009 ; 19(4) : 345⊖7.
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